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※事務局記入欄 

№ 99 

【様式２】 

エントリー学校名：青森県立大湊高等学校 
活動名：主体性の量的評価化と共有～多忙化解消と生徒の主体性アップ！～ 
解決すべき課題： 
課題１︓教職員が若手中心で生徒に対し全力で向き合う一方、それぞれの教育観に頼った教育活動もしく 

は、前年踏襲による教育活動が展開されるなど同僚性の構築されていない 
課題２︓教育目標と学年ごとの目標、ホームルームごとの目標の連携がなされていない（評価も同様） 
課題３︓国公立大学合格者数を評価指標とすることで、一部の生徒のみが評価対象となっている 
課題４︓模試やテスト成績の推移のみで生徒を評価することでの「学びに向かう力」の観点の不足 
課題５︓教材、課題、評価、指標がバラバラであった 

目標・方針： 
目標１︓カリキュラム・マネジメントの考え方の活用と、多忙化解消を踏まえたＰＤＣＡサイクルの構築 
目標２︓多忙化解消を踏まえた生徒の主体性における量的評価導入によって生徒の変化を共有 
方針１︓教育目標を踏まえた目標設定に生徒も巻き込む。（例︓学年→ＨＲ目標→生徒長期目標→生

徒中期目標→生徒短期目標）それに加え、評価の指標共通化を図る。なお、評価による教員の負
担増を避けるため、既存の評価と外部機関の活用と生徒自身の評価の活用を取り入れる。 

方針２︓方針１と連携し、生徒の主体性の評価基準を教員・生徒で統一し、教員の生徒に対する他者評価
と生徒自身の自己評価の統一化 

活動内容：【概要】（詳細は右図を参照） 
①文章化されている教育目標を生徒にわかりやすいように、２つのキーワードに絞る 
②教育目標→学年目標→ホームルーム目標→生徒の目標の順に体系化 
③朝学習→週末課題→長期休業中課題→実力テストの教材の体系化 
④評価の指標の統一化 
⑤振り返りの手法（ＰＤＣＡサイクル）について講師を招いて進路講演会の実施 
⑥生徒の手による毎日（短期目標）・月間（中期）・テスト（中期）・長期休業中・年間（長期）の自己
評価と振り返りと目標設定 

⑦手帳メーカーと連携することで目標と評価の一元化及び可視化 

活動の成果：生徒における成果〇、教師における効果■ 
〇これまで、気づかないうちに国公立大学を目指せる学力層の生徒だけが、学校評価の対象となっていた     
が、すべての生徒が対象となった 

〇テストの点数だけでなく、取組状況を評価されることによってモチベーションアップにつながった 
〇成績が下がるなどの結果が出る前に未然に成績低下のサインに気付けた 
〇生徒自身による日々のＰＤＣＡサイクルの実践によりマネジメントの能力アップにつながった 
■チームで目標・評価基準・方法・教材を共有できたことで教科や経験の壁を越え、同僚性がアップした 
■生徒の学びに向かう力を量的に評価できるようになったため、生徒の細かな変化に気付けるようになった 
■多忙化解消につながった 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 
・研修の知識を活用した 
・新たな取組であるので、学年会議や関係する分掌と相談しながら進め、校務運営委員会で諮ってから方針を
決定するなど、教員間の理解を深めながら実施した 

・新たな取組は業務が増えることが多いが、必ず多忙化解消の視点を持ち、業務の統合や削減、外部関係機
関との連携、既存のものの活用を心掛けた 

  

   

  

   




